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.2面・・・臨時市議会の結果

.3面・一幸男菩ふれあいキャンプの

参加者募集

・4・5面…特集・ 新学制50周年

主な内 容

単
一
破
、
就
怠
な
一
捌
隼
@
治
家
。

新
し
い
学
制
(
現
在
の
六
・
三
制
)
が
発
足
し
て
五
十
年
が
た
ち
ま
し
た
。
平

原
市
で
は
、
小
掌
校
二
十
八
校
、
中
掌
校
十
五
授
に
、
二
万
三
千
九
百
六
名

(五

月

一
日
現
在
)
の
兜
童
・
生
徒
が
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
五
十
年
で
、
校
舎
の
姿

は
木
造
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

琶
も

舎
も
変
わ
ら
な
い
の
は
、
夢
を
語
る
っ
す
ど
も
た
ち
の
姿
で
す
。
市
内
中
掌
枝
の
生

徒
会
の
み
な
さ
ん
に
、
未
来
の
掌
校
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

可 ¥吋ιムヰー
「
引
世
紀
の
教
室
」
江
陽
中
学
校
三
年

伊
藤
瑞
夏
さ
ん
の
作
品

引
世
紀
の
授
業
は

-
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
家
に
い

て
授
業
を
受
け
ら
れ
、
質
問
や

演
習
問
題
も
、
す
べ
て
パ
ソ
コ

ン
で
や
り
と
り
す
る
。
ま
た
、

英
語
は
外
国
人
教
師
に
よ
る
実

用
会
話
が
中
心
。
単
位
を
と
っ

て
し
ま
っ
た
者
は
高
校
受
験
が

可
能
で
あ
る
。
(
横
内
中
)

.
未
来
の
授
業
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
よ
っ
て
長
け
る
よ
う
に

な
る
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
家

に
い
な
が
ら
好
き
な
時
間
に
好

き
な
科
目
を
受
け
た
り
、
外
岡

の
友
達
と

一
緒
に
按
業
を
受
け

た
り
す
る
な
ど
、
今
よ
り
も
楽

し
く
勉
強
で
き
る
と
思
う
。

(大
野
中
)

-
一
ク
ラ
ス
十
人
桂
度
で
、
分

け
る
方
法
は
学
力
別
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
徒
に
あ
っ

た
授
業
が
行
わ
れ
る
と
思
う
。

学
校
で
学
ぶ
引
は
勉
強
だ
け
で

は
な
い
の
で
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
化
さ
れ
て
も
学
校
は
な
く
さ

な
い
で
ほ
し
い
。
(
浜
岳
中
)

.
授
業
に
は
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
が
導
入
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
特
に
理
科
の
実
験

や
英
語
な
ど
は
教
科
舎
の
言
葉

だ
け
で
な
く、

実
際
に
経
験
で

き
な
い
よ
う
な
こ
と
を
疑
似
体

験
で
き
、
新
し
い
世
界
が
生
ま

れ
る
と
思
い
ま
す
。
(
金
田
中
)

・
校
庭
は

校
当i:!:

A'
=十
一
一世
紀
の
体
育
館
は
、

用
途
に
応
じ
て
人
工
勺
を
梢
も

ら
せ
た
り
氷
を
は
ら
せ
た
り
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て、

飛
行
機
の
よ
う
に
ど
こ

へ
で
も

移
動
で
き
、
さ
ら
に
屋
上
に
は

生
徒
専
用
の
遊
園
地
が
あ
り
ま

す
。
(
太
洋
中
)

.
緑
の
多
い
学
校
に
な
る
よ
う

に
花
壇
や
辺
国
が
あ
る
と
い
い

で
す
。
勉
強
の
合
同
に
緑
が
あ

る
と
新
鮮
な
れ
孔
分
に
な
れ
ま
す
。

出
国
で
は
野
菜
や
川町
物
を
作
り

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
緑

を
学
校
の
外
に
も
広
げ
て
い
き

た
い
で
す
。
(
神
田
中
)

.
そ
こ
は
何
た
る
未
知
の
世
界
。

廊
下
は
い
わ
ゆ
る
動
く
歩
道
。

階
段
は
も
ち
ろ
ん
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
。
こ
れ
で
移
動
教
室
の
と

き
に
慌
て
る
心
配
は
な
い
し
、

六
十
成
代
の
私
た
ち
老
人
も
、

孫
の
按
栄
参
観
や
行
耶
に
楽
に

顔
が
出
せ
る
。
(
春
日
野
中
)

a
v
二
十
一
世
紀
の
迎
動
場
は
、

雨
が
降
っ
て
も
大
丈
夫
な
開
閉

式
の
ド
1
ム
に
な
る
の
で
は
?

そ
、
?
す
れ
ば
、
い

つ
に
な
っ
て

も
、
ど
ん
な
臼
で
も
伸
び
伸
び

と
遊
ぶ
生
徒
た
ち
の
思
い
の
場

と
な
る
で
し
ょ
う
。
(
土
沢
中
)

.
大
住
中
学
校
は
、
ど
ん
な
に

時
が
た
つ
で
も、

ど
ん
な
に
ほ

か
の
学
校
が
変
わ
っ
て
も、

伝

統
行
引
の

叉
υ
山
コ
ン
ク
ー
ル」

だ
け
は
、
ず
っ
と
、
ず
っ
と
変

わ
ら
な
い
で
残
っ
て
い
る
と
思

う
。
(
大
住
巾
)

-
二
十

一
世
紀
の
理
科
室
は
、

黒
板
が
な
く
数
台
の
テ
レ
ビ
か

ら
資
料
が
流
れ
、
人
工
芝
や
木

が
宅
内
に
あ
り
ま
す
。
生
徒
は
、

そ
こ
で
ノ
l
ト
や
教
科
牲
を
使

わ
ず
パ
ソ
コ
ン
で
門
由
に
勉
強

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
(江
陽
中
)

学
校
行
事
は

av学
校
行
事
と
い
っ
た
ら
運
動

会
と
文
化
祭
。
五
十
年
後
に
は

ニ
つ
の
行
事
が

一
緒
に
な
り
、

ほ
か
の
学
校
と
合
同
で
行
わ
れ

ま
す
。
屋
台
を
多
く
出
し
、
種

目
も
大
幅
に
変
え
、
参
加
者
全

日
が
楽
し
め
る
最
大
の
行
事
と

な
る
で
し
ょ
う
。
(金
旭
中
)

av
二
十

一
世
紀
の
修
学
旅
行

は
、
字
街
へ
旅
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
品
に
行
け
た
ら
い
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、

運
動
会
は
、

地
下
で
人
工
太
陽
が
郎
い
て
お

り
、
た
く
さ
ん
の
回
の
生
徒
と

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。
(中
原
中
)

A
V
二
十

一
世
紀
の
学
校
行
事
は

一
週
間
く
ら
い
か
け
て
、
日
本

各
地
や
海
外
等
の
た
く
さ
ん
の

学
校
と
合
同
の
文
化
祭
が
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
普
段
で
き

な
い
芦
流
を
通
し
て
、
お
互
い

の
文
化
を
学
び
あ
、
え
た
ら
楽
し

い
と
思
い
ま
す
。
(旭
陵
中
)

.
体
育
祭
は
、
例
入
純
日
が
増

え
て
、
一
人

一
人
の
個
性
が
十

分
に
引
き
出
せ
る
。
力
持
ち
の

人
に
は
屯
批
挙
げ
、
水
泳
が
得

意
な
人
に
は
水
泳
な
ど
、
足
が

遅
い
人
で
も
全
員
活
躍
で
き
る

よ
う
な
、
気
持
ち
の
い
い
体
育

祭
に
な
る
だ
ろ
う
。

(神
明
中
)

.
体
育
関
係
で
は
、
競
う
こ
と

に
力
が
入
り
、
だ
れ
も
が
楽
し

め
る
行
事
を
行
う
の
は
難
し
い

が
、
陸
上
競
技
大
会
な
ど
は
、

前
年
度
よ
り
凶
分
の
記
録
が
伸

び
れ
ば
、
そ
れ
が
評
価
さ
れ
る

よ
う
な
形
で
で
き
る
も
の
で
あ

れ
ば
と
思
う
。
(山
城
中
)

いじめや不笠校の解決のために活蹴され

ているスクールカウンセラーの中野阜商さ

ん。悩みを持つ生徒たちに、 どのように接

しておられるかを伺いました。取材は宇高

小百合さん(瓜部任)

文
部
併
で
は
、
い
じ
め
問
題

が
深
刻
化
す
る
中
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用
調
査
研
究

委
託
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
中

原
中
学
校
は
平
成
八
・

九
年
度

の
二
年
間
、
こ
の
事
業
の
研
究

委
託
校
と
し
て
指
定
さ
れ
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ど
の
程
度
活
用

で
き
る
か
別
査
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
し
て
活
動
し
て
お
ら
れ

る
臨
床
心
理
上
の
中
野
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た。

中
野
さ
ん
は
毎
週
水
眼
目
と

金
附
日
の
午
後
、
学
校
で
生
徒

や
教
師
、
保
護
者
の
方
々
の
心

の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
校
内
研
修
会
の
際
に
は
講
師

を
務
め
る
な
ど
、

い
じ
め
問
題

解
決
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

相
談
内
容
の
多
く
は
生
徒
た

ち
の
対
人
関
係
だ
そ
う
で
す
。

中
野
さ
ん
が
い
つ
も
心
が
け
て

い
る
こ
と
は
、
ま
ず
よ
く
訴
を

聴
き
生
徒
の
悩
み
を
理
解
す
る
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• 
穏 や かな語り口の中野早苗さん

•• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
〈平爆市の人口と世帯 ・平成9年 5月1日現在〉 ・人口254.006(+317)・世帯90.456(+460)※かっこ内の数字は前月比 安広報ひらつかは再生紙を使用しています

こ
と
で
す
。
人
は
話
す
こ
と
に

よ
っ
て
心
の
整
理
が
で
き
問
題

点
を
把
撮
し
て
自
分
が
何
を
し

た
い
の
か
、
解
決
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。

生
徒
た
ち
に
は
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
経

験
を
役
に
立
て
、
自
ら
が
答
え

を
出
せ
る
よ
う
望
ん
で
い
ま
す
。

ご
自
身
は
、
そ
の
道
案
内
の
役

割
に
徹
す
る
よ
う
に
し
て
お
ら

れ
る
そ
う
で
す
。

周
囲
か
ら
は

「中
野
さ
ん
」

と
気
軽
に
声
を
か
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
相
談
室
が
保
健
室
一の

隣
に
あ
る
こ
と
、
宅
内
に
観
葉

植
物
が
位
か
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
も
関
係
者
の
協
力
の
大

き
き
ゃ
配
慮
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

配
置
は
全
国
的
に
も
良
い
成
果

が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。

県
内

の
研
究
委
託
校
が
三
年
間
で
三

校
か
ら
三
十
校
に
増
え
た
こ
と

も
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。

述
日
い
じ
め
が
原
因
と
思
わ
れ

る
自
殺
や
事
件
が
報
道
さ
れ
る

中
、
ど
の
よ
う
に
解
決
す
れ
ば

良
い
の
か
、
本
格
的
な
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
普
及
と
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
改
持

が
早
急
に
望
ま
れ
ま
す
。
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議
長
に
古
家
安
正
氏
、
副
議
長
に
柳
川
藤

一
氏

平
成
九
年
度
第

一
回
臨
時
市
議
会

が
五
月
十
五
日
に
聞
か
れ、

正
副
機

長
選
挙
の
結
mm
、
議
長
に
+門
家
安
正

氏
、
副
議
長
に
柳
川
勝

一
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
民

会
委
員
も
改
選
さ
れ
、
正
副
委
只
長

も
決
ま
り
ま
し
た
。

各
役
員
と
所
属
会
派
は
次
の
と
お

り
で
す

(敬
称
略
)。

一議
長
一
古
家
安
正
(湘
南
ク
ラ
ブ
)

一
副
議
長
一

柳
川
藤

一
(社
民
ク
ラ

ブ
)

一監
査
委
員
一
穂
坂
光
俊

(公
明
)
、

水
野
恭
助

(湖
南
ク
ラ
ブ
)

{
各
常
任
委
員
会
の
委
員
一

か
っ
こ

内
は
所
属
会
派
、
。
印
は
袋
H
H
長

-

O
印
は
別
委
日
長
、
順
不
同

.
総
務
経
済
常
任
委
員
会
・
・
・
総
合
計

画
の
立
案
、
財
政
、
税
務
、
商
工
梁
、

出
林
水
産
業
、
情
報
政
策
、
競
輪
事

業
な
ど
に
閲
す
る
こ
と
を
森
査
し
ま

す

古家職長

。
松
崎
市
子
(
公
明
)
、

O
端
山
恨

一
(湘
南
ク
ラ
ブ
)
、

小
滞
祐
子
h

市

民
運
動
)、
田
中
幸
雄

(共
産
党
)
、

加
藤
武
政
・
柳
川
藤

一
(
社
民
ク
ラ

ブ
)
、
穂
坂
光
俊
(
公
明
)
、
上
原
孝

生
・
片
倉
常
夫
(
湘
南
ク
ラ
ブ
)

-
環
境
厚
生
常
任
委
員
会
:
・
児
童

・

身
障
者

・
高
齢
者
の
福
祉
、
国
民
年

金、

保
健
、
公
害
対
策
、
ご
み
処
理
、

市
民
病
院
な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
審

査
し
ま
す

。
伊
藤
亨
(湘
南
ク
ラ
ブ
)、
O
原

孝
子
(
共
産
党
)
、
大
蔵
律
子
(
市

民
運
動
)、
重
田
裕
子
(
ネ
ッ
ト
)、

瀬
下
浩

・
加
藤
立
宏

(湘
南
ク
ラ

ブ
)
、
横
川
幸
子
(
社
民
ク
ラ
ブ
)
、

前
田
兆

(公
明
)

A'教
育
民
生
常
任
委
員
会
・・・
教
育、

文
化、

ス
ポ
ー
ツ
、
消
防
、
防
災
、

住
民
登
録
、
女
性
行
政
、
消
担
者
行

政
、
背
少
年
育
成
な
ど
に
閲
す
る
こ

と
を
審
査
し
ま
す

s月
は
環
境
局
聞
で
す

地
球
温
暖
化
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
に
よ

る
オ
ゾ
ン
府
の
破
壊
、
熱
帯
雨
林
の

減
少
、
酸
性
雨
に
よ
る
被
中平V
・i
・-
。

今、

地
球
は
泣
い
て
い
ま
す
。

環
境
破
壊
の
原
因
の
大
半
は
人
類

の
責
任
で
す
。
私
た
ち
に
は
、
未
来

に
わ
た
っ
て
住
み
よ
い
部
境
を
持
続

さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

今
月
は
環
境
月
間
。
あ
な
た
の
小

さ
な
行
為
が
地
球
を
救
い
ま
す
。
身

夏
休
み
予
ど

も
環
境
教
室

夏
休
み
子
ど
も
環
境
教
室
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
っ
て
、
ご
み

柳川副樋長

(
新
風
)

.
湘
南
丘
陵
特
別
委
員
会
:
・
湖
南
丘

陵
地

(吉
沢

・
土
屋
地
域
)
の
潜
在

力
を
生
か
し
、
自
然
と
調
和
し
た
開

発
整
備
を
推
進
す
る
た
め
掲
げ
ら
れ

て
い
る

「平
塚
ぱ
ら
の
丘
ハ
イ
テ
ク

パ
1
ク
梢
怨
」
の
、
よ
り
よ
い
実
現

を
図
る
た
め
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

。
栗
田
己
好
(
湘
南
ク
ラ
ブ
)、
O

横
川
幸
子
(社
民
ク
ラ
ブ
)、
大
蔵

律
子
(
市
民
運
動
)
、
田
中
幸
雄

(
共
産
党
)
、
重
田
裕
子

(
ネ
ッ
ト
)、

出
村
光
(
社
民
ク
ラ
ブ
)、
山
原
栄

一
・
瀬
下
浩

・
細
野
忠
彰

(湖
南
ク

ラ
ブ
)
、

穂
坂
光
俊

(公
明
)

5
案
件
を
可
決

今
機
会
で
は
中
原
小
学
校
校
舎
改

修
工
事
前
負
契
約
の
締
結
な
ど
五
梁

件
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
務
織
の

結
来
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
保
育
料
を
減
免

調

書

を

圏

ヘ

幼
稚
闘
児

(三
歳
か
ら
五
歳
児
)

の
い
る
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
く

す
る
た
め
、
所
得
状
況
に
応
じ
て
入

閣
料
や
保
育
料
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
各
幼
稚
園

か
ら
配
ら
れ
る
制
昨
日
を
、
直
接
幼
稚

聞
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

処
理
施
設
の
見
学
や
自
然
観
察
を
通

し
て
「
今
、
平
塚
の
環
境
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
」
を
学
び
ま
す
。
夏

休
み
の

一
目
、
平
塚
の
環
境
に
つ
い

て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

マ
日
程
7
月
お
日
(
金
)

マ
対
象
市
内
の
小
学
校
4
年
生
i

中
学
校
3
年
生

マ
定
日

ω人
(先
指
順
)

マ
申
し
込
み
方
法
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
、
環

境
保
全
課

(〒
加
平
塚
市
浅
間
町
9

|
1
・
内
線
3
3

0
)
へ

な
お
、
今
年
の

一
月

一
日
現
在、

市
外
に
住
ん
で
い
た
方
で
該
当
さ
れ

る
場
合
は
、
調
和
に
納
税
証
明
牲
を

添
え
て
七
月
四
日
(
金
)
ま
で
に、

学
務
課
学
事
係

(訟
原
分
庁
舎

一

階

・
内
線
5
2
0)
へ
直
接
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
で
幼
稚

園
児
(
平
成
3
年
4
月
2
日
1
6
年

4
月
1
日
の
出
生
)
が
い
る
保
護
者

マ
所
得
状
況
お
よ
び
減
免
額

〈私
立
幼
稚
園
に
在
園
の
場
合
〉

①
生
活
保
護
世
帯
、
ま
た
は
市
民
税

非
課
税
世
帯

(年
額
十
二
万
円
)

②
市
民
税
所
得
制
額
が
非
楳
税
の
世

帯

(年
額
九
万
三
千
八
百
円
)

③
市
民
税
所
得
制
額
が
九
万
九
千
五

百
円
以
下
の
世
帯

(年
額
五
万
三
千

七
百
円
)

〈市
立
幼
稚
園
に
在
園
の
場
合
〉

生
活
保
護
世
情
、
市
民
税
非
税
税
世

人
在
来
蔓
委
君
、
-
を
委
属

司ノ
J
4
1
宗
主
-
V
4
JE
3
2〈

4
J
Rノ

平
塚
市
人
権
擁
護
笹
口
十
人
の
う

ち
、
五
人
が
新
・

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
権
擁
護
委
員
}
(
@は
再
任

・
会

は
新
任

・
マ
は
任
期
中
、
敬
称
略
)

マ
大
久
保
智
治
高
浜
台
お
|
4

0
沖
津
キ
ヨ

大
神
2
7
5
1

マ
宍
倉
敏
雄
宝
町
8l
u

。
原
一

雄
入
野
1
8
6|
3

。
細
野
冴
子
夕
陽
ケ
丘
町
!
日

マ
山
田
源
蔵
立
野
町
口
|
お

マ
松
井
洋
子
黒
部
丘
3
1
9

0
永
島
貞
土
屋
2
1
8
8

マ
井
上
最
芋
東
八
幡
1l
m
I
M

A
H
森
田
他
県
部
丘
却
1
4

人
権
擁
護
委
員
は
、
私
た
ち
が
幸

招
な
生
活
を
求
め
る
た
め
の
固
宥
の

権
利
で
あ
る

「人
権
」
を
守
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

定
例
相
談
と
し
て
の
人
権
相
談

(4
面
参
照
)
や
手
紙
な
ど
で
相
談

帯
、
お
よ
び
市
民
税
所
得
割
額
が
非

課
税
の
世
帝
(
年
額
二
万
円
)

お
早
め
に
児
童

手
当
現
況
届
を

現
在
、
児
旗
手
当
や
特
例
給
付
を

受
け
て
い
る
人
は
、
既
に
ご
家
庭
に

お
送
り
し
て
あ
る
現
況
届
を
六
月
中

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

さ
れ
な
い
と
、
六
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
は
、

三
歳
未
満
の
児
童

を
お
育
て
で
、
前
年
の
所
得
が
決
め

ら
れ
た
限
度
内
の
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
な
お
、
今
年
度
は
児
軍
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
の
婆
廷
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

申
問
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、

児
童
福
祉
課
児
婁
怖

(内
線
2
1
6)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

マ
支
給
額
第
1
子

・
第
2
子
は
月

額
五
千
円
、
第
3
子
以
降
は
月
額

一

万
円

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

マ
担
当

地
域
ぃつ
く
り
諜
市
民
相
談

係

(内
線
2
9
3
)

学
校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

マテの
h
J

校
水

学
花

・h
a

「
水

-日

花

t空
の

大

賞

め

秀

ゆ

優

〈-m +AF 

花
壇
づ
く
り
を
通
し
て
、

児
童

・

生
徒
の
緑
と
花
に
対
す
る
窓
識
を
高

め
る
と
と
も
に
学
校
の
緑
化
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
九
年
度
学

校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
参
加
入
校
。

マ
最
優
秀
賞
花
水
小
学
校

マ
優
秀
賞
な
で
し
こ
小
学
校
、
城

島
小
学
校
、

判
明
中
学
校

マ
優
良
質
崇
普
小
学
校
、
八
幡
小

学
校

マ努・
刈
質

学
校

金
田
小
学
校
、
山
城
中

夏
期
清
掃
作
業
員
に

じ
ん
か
い
草
に
釆
っ
て
、
ご
み
を

収
集
す
る
行
期
清
掃
作
業
只
を
募
集

し
ま
す
。

マ
期
間
7
月
叩
日

(
木
)
5
9
月
日

日
(
土
)
、
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く

マ
時
間

午
前
8
時
加
分
1
午
後
5

4
すマ

対
象
国
成
以
上
の
健
康
な
男
子

(
高
校
生
は
除
く
)

マ
募
集
人
数
お
人

マ
賃
金
日
制
九
千
四
百
円

マ
申
し
込
み
方
法

環
境
衛
生
業
務

課
(
内
線
5
3
0
)
へ
電
話
連
絡
の

、?ぇ、

履
歴
牲
を
持
参
す
る

.嘱託看護婦…...・H ・-….1人
。応 募資格 昭和27年4月2日から42

年4月1日ま での111]に生まれた者百護

婦免許取得者

。職務内容 地域医療管迎センター

で訪問看護、予防接租待に従事する

O勤務日時 月 II7il日 ~金l峨円の午前

9時一午後5時

平塚市嚇託員の募集
φレセプト点検専門員… 1人

。職務内容 市似険年金線で診療報

玄関や通路には
物を置かないよラにしましよう

。
出
村
光

(社
民
ク
ラ
ブ)、

O
奥

山
晴
治

(公
明
)
、
三
上
正
(
共
産

党
)、
佐
藤
秀
子

(
ネ
ッ
ト
)
、
陶
山

並
彦

・
栗
田
己
好
・
小
林
保
雄
(
湘

南
ク
ラ
ブ
)、
土
屋
照
久

(社
民
ク

ラ
ブ
)

-
都
市
建
設
常
任
委
員
会
・
:
道
路
、

下
茶
山
、
公
園
、
都
市
開
発
、

公
営

住
宅
、
市
営
箆
図
、
区
画
整
理
な
ど

に
闘
す
る
こ
と
を
審
査
し
ま
す

。
佐
藤
宏

(湖
南
ク
ラ
ブ)、

O
R

敏
昭

(社
民
ク
ラ
ブ
)
、
高
梨
孝
治

(公
明
)、
山
原
栄

一
・
細
野
忠
彰

・

水
野
恭
助

(湘
南
ク
ラ
ブ
)
、
後
藤

輝
彦
(
社
民
ク
ラ
ブ
)
、

岡
本
消
司

我が家の防災対策を確認く連載③〉

。 申し込み方法 市販の躍歴おに写真を添付して、本人が直接職只課へ持参
する。受付期間は6月16日(月 )-27日(金)。申し込み時に簡単な面接あり 。

※いずれも耶周期間は1年以内(必要に応じて更新可能)。 社会保険加入。採
用予定は10月1日。 1次試験は7月12日(土)。

。 問い合わせ先職員課 (市役 所3階・内線322)

地Z誌などで避難するとき

に、玄関や通路に物が倒れ
たり、倣舌ししたり して いる

と、避難が遅れます。

日ごろから、玄関や通路
には、物を世かないように

注意しましょう 。

防災課 (内線 143)。担当

ありません

ひと事では。 ドライバーへ 運転の仕方によっては、車は人を殺す「凶器」に変わります。梅雨に入

りました。雨の日は見通しが悪くなります。スピードは控えめにしましょう。

。自転車に乗る方へ 亡くなった12人の内、 4人は自転車乗車中に事故にあっています。

命を守るのは、あなた自身です。二人乗りや傘を差しながらの乗車は、やめましょう。
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三グーャハ:、主dLο三i闘;思
びわ青少年の家で

住
民
実
態
調
査

今
年
の
項
目
は

第601号 (1日・ 15日発行)

住
民
実
態
調
査

…
質

問

…い
が
毎
-
年
諾
さ
れ
、

結
果
が
広
報
紙
な
ど
で
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
ど
の
よ
う

な
項
目
を
調
査
す
る
の
で
し
ょ
う

カ

(黒
部
丘
瀧
(
金
宍
佳
さ
ん
)

市
民
の
み
な
さ

…
お
答
え

…

::::い

ん
の
市
政
に
対
す

る
考
え
方
な
ど
を
質
問
方
式
で
お

伺
い
し
、
市
の
施
策
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
、
住
民
実
態
別
査
を

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

広報ひ5っか回

7月19日--20目、 1泊2日

び
わ
背
少
年
の
家
を
会
場
に
し
て
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ー
や
流
し
そ
う

め
ん
な
ど
を
楽
し
む

「親
子
ふ
れ
あ

い
キ
ャ
ン
プ
」
が
聞
か
れ
ま
す
。

マ
日
程

7
月
四
日
(
土
)
午
後
2
時

却
分

i
m日
(祝
)午
後
1
時

対
仏
棋
は
璽
内
に
お
住
ま
い
の
小
中

学
生
と
そ
の
親
で
、
定
臼
は
先
治
順

に
四
十
人
。
参
加
授
は

一
人
二
千
円

で
す
。お

申
し
込
み
は
、
参
加
裂
を
添
え

て、

び
わ
青
少
年
の
家

(
平
塚
市
土

za誇環境保全、女性問題、広
吟官 報ひらつかの3項目を
多脅寿

255 
屋
2
7
l
o
l
l
-
念
日
1
0
8
7

1
)、
ま
た
は
青
少
年
会
館

(宮
沼

1
7
0
2
9)
へ。

い
ず
れ
も
月
曜

日
は
休
館
で
す
。

夏
休
み
に
も
余
裕
が

泣
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

「び
わ
背
少
年
の
家
」
は
、
毎
年
お

よ
そ

一
万
人
の
み
な
さ
ん
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
瓦
休
み
期

間
に
も
平
日
に
限
っ
て
ま
だ
若
干
の

余
裕
が
あ
り
ま
す
。

円以
長
二
泊
三
日
ま
で
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

し
vマ

対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学

生
以
上
の
方
が
叩
人
以
上
の
青
少
年

間
体

マ
施
設
概
要
宿
泊
械
(
研
修
手

食
堂

・
浴
室
な
ど
、

ω人
宿
泊
可
)、

キ
ャ
ン
プ
場

(
テ
ン
ト
張
り

-m人

術
泊
可
)、
野
外
炊
事
場

(
2
か
所
・

二
百
人
程
度
ま
で
利
用
可
)
、
多
口

的
ホ
l
ル

(バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
が

で
き
る
)
、
な
ど

マ
申
し
込
み
方
法

び
わ
青
少
年
の

家

(官
印
|
0
8
7
1)
に
電
話
で

直
接
申
し
込
む

時

ま争

与

~ 

ら
ご
回
特
と
と
も
に
、
質
草
な
ご

窓
口
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

は
、
①
環
境
保
会
あ
在
問
題

ω

り
ん
ご
の
木
の
一方
l
T
l
一倍

友
好
都
市

・
岩
手
県
花
巻
市
の
特

産
で
あ
る

「花
巻
り
ん
ご
」
を
、
平

塚
市
民
の
み
な
さ
ん
に
安
く
提
供
す

る
こ
と
を
自
的
に
、
り
ん
ご
の
木
の

オ
ー
ナ
ー
を
拡
集
し
ま
す
。

マ
品
種
サ
ン
フ
ジ

マ
募
集
数
百
本
(
先
滑
順
)

国
際
交
流
し
よ
う

外
国
籍
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
、

一
般
市
民
の
み
な
さ
ん
の
交
流
を
図

ろ
う
と
、
第
四
回
国
際
交
流
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
聞
か
れ
ま
す
。

マ
日
時

6
月
幻
自
(
土
)
午
前
叩
時

却
分
1
午
後
2
時

(
予
定
)

マ
会
場
総
合
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

周
辺
(
雨
の
場
合
は
勤
労
会
館
)

マ
問
い
合
わ
せ
先

交
流
親
善
課

(内
線
5
9
7
)

ス
テ
ー
ジ
で
は
七
夕
太
鼓
や
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
、
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ッ
プ
ス

の
演
奏
が
、
日
本
庭
園
で
は
お
茶
会

や
国
際
電
話
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
国
料
理
の

広
報
ひ
ら
つ
か
の
三
項
目
に
つ
い

て
お
伺
い
す
る
予
定
で
す
。

調
査
対
象
と
な
る
約
四
千
五
百

人
の
方
々
は
、
平
塚
市
住
民
器
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
十
六
歳

以
上
の
方
々
か
ら
無
作
為
に
抽
出

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
対

象
と
な
っ
た
方
々
に
は
、
六
月
下

旬
に
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
七
月
七
日
(
月
)
ま
で
に
ご

返
送
く
だ
さ
い
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

マ
伊
豆
一
-

総
務
課
統
計
調
査
担
当

(
内
線
3
4
8)

※
市
へ
の
ご
怠
凡
、
ご
提
案
な
ど

は
、
お
気
軽
に
広
報
広
聴
課
広
聴

担
当
(
内
線
3
5
5
)
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い

マ
オ
ー
ナ
ー
料

1
本

一
万
四
千
円

り
ん
ご
の
木
は
、

J
A
花
巻
市
の

生
産
農
家
が
管
理
し
ま
す
。
ま
た
、

収
概
さ
れ
た
り
ん
ご
は
、
平
塚
市
内

ま
で

一
括
し
て
送
ら
れ
ま
す
。

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

交
流
親
善
課

(内
線
5
9
7
)
へ。

用
紙
3
枚
以
内

マ
募
集
期
間

6
月
初
日
(
金
)
3
7

月
4
日
(
金
)

マ
応
募
先

交
流
親
善
課
内
・
国
連

協
会
平
壕
支
部

(〒
加
平
塚
市
浅
間

町
9
1
1
・
内
線
5
9
7)
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竹
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル

第
四
十
七
回
湘
南
ひ
ら
つ
か
七
夕

ま
つ
り
は
七
月
一
一一
日
(木
)か
ら
七
日

(
月
)
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
七
夕
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
今
年
も

「竹
飾
り
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
聞
か
れ
ま
す
。

マ
受
け
付
け
期
間

6
月
日
日
(
月
)

1
初
日
(
月
)

マ
受
け
付
け
場
所

・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
税
課

(市
役
所
1
階

8
脊
窓

口
・
内
線
2
6
7)

銀
河
ロ
マ
ン
大
賞
へ

郵
便
局
で
は
、
今
年
も
七
夕
を
テ

ー
マ
に
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
銀
河
口

マ
ン
大
庄
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「あ
な
た

の
夢
や
愛
を
ロ
マ
ン
広
が
る
銀
河
の

世
界
へ

短

冊
に
た
く
し
て
み
ま
せ

ん
か
」
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
応
募
く
だ

さ
い
。

マ
応
一
器
京
領

・
市
内
各
郵
使
局
窓
口
に
置
い
で
あ

る
応
募
用
紙
に

ω字
以
内
で
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
記
入
す
る

・
締
め
切
り

7
月
8
日
(火
)消
印

有
効

・
送
り
先

〒
加
平
塚
郵
便
局
郵
便

課
七
夕
係

(E
M
U
-
-
2
0
2)

、t'elι‘)Ille ~懇t)コ-f/..ごH~のズマッシヱ~

守昌~0)bD習@@同包
帯塚市テニス協会では、平成10年に平塚市で1m催する・ーかな

がわ・ゆめ団体"のテニス会場となる桃浜町庭球場を使ってジ

ュニアテニス練判会を 開催します。ぜひ、こ了容力1Iください。

こどち広報を作っマみませんか

。期日 7月12日(土〉 、8月17H(I:I)、 9月15
日(1'.兄)、 11月8日(ーヒ)

く>対 象 市内にお住まいの中・ 同校生、また
は間体辿凶相地区高校に.(;E'c.している方

く〉参加料 1回につき 1，000円
。 申し込み方法 往復はがき (6月25日消印有

効)に住所、氏名、学校名、 学年、受締希

望目、電話役号を記入して干254 平 塚市松
風町18-30 河野久美子)i・平塚市テニス協
会事務局 (ft24-6125)へ榔送する。抽選

<>担当 国体推進 銀 (内線152)

く〉対 象 m内の小学校5・6年生で、夏休みJ切問

中 に3・4日活動でき、第11而l門の編集会機 (7月

23日) に 出 席 で きる人

く>定 員 15人(応必多数の励会は抽選〉

く〉取材内容 豆記<5-となったみなさんに自 由に

決定していただ きます

。発行予定 平成9年 10月

<>申し込み方法 はがきに住所、氏名、学校

名、学年、 m:!舌帯刀ーを3己入して、広報広勝課-

こども広報立記右係(干254・F縁市浅!日j町9-

1)へ。 6JJ30U締め切り 。

く>問い合わせ先 広 報 広 聴観 (内線315)

国体テニス会渇 ・桃浜町庭E事t・
かながわゆめ国体平塚市実行委員会

-. . . • 
ー

5月26日から6月4日までの10日聞 に、5人の尊い命が交通事故により失われました。

(5月26日33歳男性、 29日19歳女性・28歳男性、 6月1日13歳男性、4日54歳女性〉

交通事故は「ひと事Jではありません。一人一人がjレーjレ守って、交通事故をなく

しましょう。 交通安全課 (内線640)

死亡事故が続発
すでに12人が死亡。県下ワースト 1です。
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新
制
中
学
で
学
ぶ

昭
和
二
十
年
七
月
十
六
日
、

平
塚
は
空
襲
に
よ
り
約
七
訓
の

家
屋
が
焼
失
し
た
。
翌
八
月
十

五
日
終
戦
。
そ
し
て
二
十
二
年

新
怨
法
が
施
行
さ
れ
、
同
時
に

新
し
い
教
育
制
度
が
発
足
し
た
。

昭
和
九
年
生
ま
れ
の
我
々
は
、

戦
時
体
制
下
で
改
名
さ
れ
た
国

民
学
校
に
入
学
、
今
度
は
新
制

度
の
中
学
へ
進
む
こ
と
に
な
っ

た
。
当
時
は
終
戦
直
後
の
混
乱

期
。
ど
う
変
わ
る
か
見
極
め
が

つ
か
ず
、
旧
制
中
学
へ
の
受
験

勉
強
の
よ
う
な
も
の
も
や
っ
た
。

内
容
も
具
体
的
に
党
え
て
い
な

い
の
だ
か
ら
、
ろ
く
な
勉
強
は

し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
。

戦
災
で

焼
失
し
た
学
校
も
多
く
、
我
々

の
第
問
(
現
官
七
凡
)
小
は
、

第

一
(現
山
川
町
民
山
)
小
と
の
共
用

で、

一
つ
の
教
室
を
交
互
に
使

う
二
部
授
業
。
加
え
て
戦
前
教

育
の
否
定
と
物
資
不
足
か
ら
、

教
科
容
は
大
き
な
紙
を
自
分
で

切
り
合
わ
せ
る
と
い
、
ヱ
伺
り
様
。

猪
俣

浩一周
士ロ

昨
今
の
猛
勉
と
は
い
か
な
か
っ

た
の
だ
。

幸
い
卒
業
間
際
、
六

・
三
制

が
制
定
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
中
学

へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
教

室
は
小
学
校
の
間
的
り
、
机

・

い
す
は
国
民
学
校
の
時
の
二
人

掛
け
の
ま
ま
。
成
長
雌
り
の
者

に
は
窮
胤
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

昭
和
二
十
四
年
、
見
附
台
に
全

児
並
・
生
徒
が
参
集
し
て
復
興

を
祝
う
定
礎
式
が
行
わ
れ
た
。

e
e
s
 

み
ん
な
で
リ
ヤ
カ
ー
に
礎
石
を

乗
せ
、
新
し
い
校
旗
を
先
頭
に

学
校
ま
で
行
進
し
た
前
日
以
は
、

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

ま
だ
制
服
な
ど
な
い
時
代
、
ぼ

ろ
を
ま
と
っ
た
浮
浪
見
集
団
と

い
っ
た
格
好
だ
っ
た
が
、
心
は

焔
脳
と
し
て
い
た
と
思
う
。

先
日
母
校
へ
礎
万
を
見
に
行

vh-eA 

っ
た
。
正
面
の

「礎
」
、
裏
に

「
昭
和
二
十
四
年
春
こ
の
地
を

平
塚
市
立
春
日
野
中
学
校
の
校

地
と
定
む
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
。

校車!日か E

在書 Eた|新設中学校での 1年間
容を希私i
くス望た | 石川美恵

タ を ち .
冬 l胸は中凹 るン中のし方踏車し迫
はトに、学月昭 。と学 :似て大むのなを狭
寒さ新多校、平IJ 建校校、山。ベが蛙仰、

え芝hZZZ手 ぞ京六発存票1Z白庄支
プ 。学心分JJ;t年 いツ住ちに前を転窓ぽ

ー
ル
は
な
く
、
体
育
館
も
未
完

成
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
で
こ
ぼ

こ
だ
ら
け
。
窓
を
開
け
る
と
濃

厚
な
草
の
香
り
が
漂
い
、
午
後

と
も
な
れ
ば
伸
び
や
か
な
牛
の

的
き
戸
に
眠
気
を
誘
わ
れ
る
。

遮
る
も
の
が
何
も
無
い
た
め
、

昭
和
引
年
刊
月
の
第
1
回

文
化
祭
で

尋
常
小
学
校
の
思
い
出

附
和
十

一
年
四
月
平
塚
第
四

安
本
学
校
に
入
学
し
ま
し
セ

前
年
の
秋
に
で
き
た
学
校
で
、

私
の
年
代
が
第

一
回
の
入
学
生

で
す
。
校
長
先
生
は
鈴
木
竹
次

郎
先
生
、
ク
ラ
ス
は
、
松
組
男

子
が
近
野
先
生
、
竹
組
女
子
が

宮
川
信
三
先
生
、
梅
組
男
女
組

が
湯
山
先
生
で
、

一
ク
ラ
ス
五

十
名
く
ら
い
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
私
は
竹
組
で
、

一
年
か
ら

六
年
ま
で
ク
ラ
ス
は
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
三
年
の
こ
ろ
と

思
い
ま
す
が
、
少
し
学
区
が
広

が
っ
た
た
め
か
桜
組
が
で
き
ま

し
た
。

当
時
校
舎
の
周
り
は

一
面
の

川一

一商
会
渇
印
刷
柵
鉱
ぽ
秒
司
重

た
講
堂
の
前
に
杢
瓦
取
が
あ
り
、

笹
尾

の
り
子

そ
の
前
を
通
る
時
は
礼
拝
し
た

の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

六
年
の
時
、
男
子
の
有
田
さ

ん
が
健
康
優
良
児
の
日
本

一
に

選
ば
れ
、
学
校
中
大
喜
び
し
ま

し
た
。

倹
約
の
た
め
、
お
習
字
は
新

聞
紙
を
半
紙
大
に
切
り
練
習
し
、

お
正
月
だ
け
半
紙
を
使
用
し
ま

し
た
。
ま
た
、
成
績
は
甲

・

乙

・
丙
、
途
中
か
ら
催
・
良
・

可
に
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。現

従
は
、
栄
養
的
に
す
ぐ
れ

た
給
食
で
す
が
、
当
時
の
お
弁

当
は
、
さ
つ
ま
苧
だ
け
と
決
め

ら
れ
た
日
も
あ
っ
た
こ
と
を
忠

、H
-
F含
有
。一

7

業

一
対

一ト

雨
や
風
の
強
い
日
は
四
苦
八
苦

一

し
な
が
ら
通
っ
た
通
学
路
。
け

-

れ
ど
、
そ
ん
な
環
境
す
べ
て
が
、

-

私
は
川
町
き
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
懐
か
し
い
思
い
出
の

巾
で
、
最
大
の
行
事
で
あ
っ
た

巡
動
会
は
、
特
に
印
象
深
い
も

の
が
あ
る
。
挟
錦
、
っ
中
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
整
地
に
汗
を
流
し
、

毎
日
、
毎
日
遅
く
ま
で
議
論
し

合
い
、
時
に
は
委
只
同
士
や
先

生
と
激
し
く
意
見
を
ぶ
つ
け
合

っ
た
。あ

の
こ
ろ
は
、
生
徒
も
先
生

も
親
た
ち
も
、
自
分
た
ち
の
学

校
を
創
り
あ
げ
て
い
く
と
い
う

想
い
が
と
て
も
強
か
っ
た
。

今
振
り
返
れ
ば
、
大
住
巾
で

の
一
年
は
、
ま
る
で
巾
学
生
活

=一
年
分
を
凝
縮
し
た
よ
う
な
光

突
し
た
日
々
で
あ
っ
た
と
思
っ
。

あ
れ
か
ら
二
十
数
年
が
た
ち
、

私
た
ち
が
卒
業
記
念
に
植
え
た

木
均
は
、
今
日
も
後
輩
た
ち
を

優
し
く
迎
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

4
N
 

第
4
尋
常
小
学
校
創
立
の
こ
ろ

三
代
学
べ
ま
し
た
引
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

す
っ
か
り
近
代
的
に
立
て
直

一

さ
れ
た
校
舎
を
見
る
時
、
六
十

一

一号
自
主
ち
Z

コh
，
t
斗
り

E
f
r
E
-

一一
市
由
一
中

一
、

一旬

旬

一

二
町
ヨ
一

一手

一中

中

一

ひ
ら
つ
か
教
育

印

年

の

歩

み

S 
22 

国
民
学
校
制
廃
止

新
学
制
に
よ
る
小
巾
学

校
発
足

マ
小
学
校
崇
普

・
港

・
松
原

・
富
士
見

・
花

水

・
旭
・
大
野
・
中
原

・
盟
国

・
神
田

・
城
島

・
岡
崎

・
金
田

・
土
屋

.
吉
沢
・
金
目

マ
中
学
校
江
陽

・
太

洋

・
浜
岳
・
春
日
野
・

大
野

・
神
田
・

土
沢

・

金
地

学
校
給
食
始
ま
る

伊
勢
原
町
、
岡
崎

・
城

品
・
大
田
村
教
行
組
合

立
伊
勢
原
中
学
校
発
足

平
塚
市
立
学
校
定
礎
式

S 
23 

S 
24 h

F
見
堕
ロ
に
集
ま
っ
た
各
校

児
童
・
生
徒
と
教
員
な
ど
。

リ
ヤ
カ
ー
に
礎
を
乗
せ
て
い

る

一

「
-
:
:
:
こ
の
人
生
に
お
い
て

-
再
び
は
訪
れ
る
こ
と
な
き

-

一
少
年
の
臼
を
、
何
な
れ
ば

一

一
か
く
の
ご
と
き
悲
惨
な
る

-

白
状
況
の
下
に
学
び
過
ご
さ

-

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
、
っ
か
:
:
:
。
こ

の
礎
石
と
校
旗
と
は
、
平

塚
市
の
大
人
の
全
部
が
平

塚
市
の
子
ど
も
の
全
部
に

心
を
こ
め
て
差
し
出
す
附

.

り
物
な
の
で
あ
り
ま
す
。

・・
・
・
困
難
に
も
め
げ
ず
、

s
a
苛
お
育
ロ

W
2が
け
市
立

S
片
山

市
数
育
委
民
会
発
足

J 

青少年相談室
(市民センター2階)

n34-7311 
歪平縁駅

-毎週月~金曜日 9 時~16時

。悩みごとは「ヤングテレホンj

ft33 -7830 (ミミでナヤミナシ)

毎週月~金曜日 9 時~18時30分

(土曜日は13時~18時30分)

子育て縮政重

舘
央
民

中
公錦口

刷
、子

ど

も

教

育

・

相
続
セ
ン
タ
ー
チ

民
ン

市
セ

市民相談室
(市役所 1階)

n23-1111内線293

。来所毎週月~金曜 日 10時~17時

。電話 毎週月~土曜日 9 時~17時

(第 2・第4土鴫日を除く)

子育て相談室
(須賀保育園2階)

n21-7639 

-毎週月 ~木曜日 9 時30分~16時

(木曜日は12時まで)

分~17時

。ボランティア

時30分~17時

。結婚毎週日明日 10時~15時(第

3日曜日は除く )

。母子 毎週月~金眼目 9 時~16時

。家庭児童毎週月~金曜日 9時~

16時

。婦人 7 月 10 日 (木) 10時~15時

。高齢者職業毎週月~金曜日9時

30分~16時

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

n36-6013 

政
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
メ
モ
な
ど

毎週月~金曜日 8

もしもし健康相談
(保健センター)

n34-1221 

福祉会館

n33-2333 
。専門(法律 ・金融・住宅 ・保健医

療、いずれも予約制) 7月10日

(木) 13時30分~15時30分

。生活支援毎週月~金曜日 8時30

国道134号

。手話案内

30分

。建築設計 ・耐震 6月16日(月)、

7月14日(月)1 3時~16時

く〉高年齢者職業 7月3日(木)、

月 7 日(木)9 時~12時

。一般市民毎週月~金曜日 9時~

16時

毎週金曜日 9 時~12時

8 

。人権 6月17日(火)、 7月 1日

(火)、 7月15日(火)13時~16時

。行政 6月17日(火)、 7月15日

(火)、 8月19日(火)13時-16時

。一般法律 (予約制) 毎週水曜日

13時~16時

。登記・供託・測量 7月11日(金)、

8月8日(金)13時~16時

。住宅 (新・改築) 6月17日(火)、

7月15日(火)13時~16時

。発明・考案・特許 7月7日(月)、

8月4日(月)10時~15時

。労働 7月10日(木)、 8月比日

(木)13時~16時

。下請け取り引きあっせん 6月19

日(木)、7月17日(木)13時30分~16時

。年金・社会保険・労災 7月8日

(火)、 8月12日(火)10時~15時

。健康(予約制) 6月16日(月)、

8月181:1(月)9時30分-11時30分

。消費生活毎週金|曜日 9 時~16時 -毎週月・木曜日 10時~16t侍



新学制発足50周年記念事業h主

あ

と
を

市民セン

入場自由

教育資料展(年表 ・パ17月25日 |市役所Hl

ネル-資料展示等) 1 -8月1日 |ル、入場自由

子ども会議(中学生と I~~~__~ I 各中学校、
|平成9年度中|

市長が意見交換する) 1 ，，-~- ，，~ ， 1 

|各中学校等、
平成9年度中|

E生徒

新学制発足50周年沿革誌発刊一一7月
平塚市中学校50周年記念誌発刊・..7月

※問い合わせ先 指導室 (内線527)

市
教
育
委
只
会
発
足

初
め
て
祭
普
小
に
特
殊

学
級
が
設
置
さ
れ
る

S
四
平
塚
市
と
旭
村
合
併

S
引
平
塚
市
と
大
野
町
、
神

田
・
滅
島
・
岡
崎
金

田
土
沢
村
合
併

S
詑
早
宰
巾
長
男
合
併

S
ぬ

1
ク
ラ
ス
が
印
人
に

S
G
こ
と
ば
の
教
室
入
組
式

S
6
横
内
小
開
校

S
必
八
幡
小
開
校

リ
ン
グ
、
子
ど
も
に
は
遊
戯
療
法
を
並
行
し
て

行
い
、
援
助
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
四
十

一
年
か
ら
は
、
広
報
ひ
ら
つ
か
に

教
育
相
談
欄
を
開
始
し
、
子
育
て
に
役
立
つ
情

報
の
提
供
に
努
め
、
現
在
も
続
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
昭
和
凶
十
五
年
、
中
央
図
件
館
に
教

育
研
究
所
が
独
立
併
世
さ
れ
、
相
談
施
設
の

一

府
の
充
実
が
図
ら
れ
、
来
所
相
談
を
中
心
と
す

る
相
談
体
制
が
整
え
ら
れ
ま
し
子
』
。
目
立
校
拒
否
、

柴
田
不
適
応
、
情
緒
否
女
、
対
人
関
係
の
問
題

な
ど
各
様
で
複
雑
な
問
題
が
子
ど
も
に
現
れ
出

し
、
専
門
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
専
門
の
相
談
ス
タ

ッ
フ
が
増
員
さ
れ
た
の

で
す
。
昭
和
五
十
四
年
か
ら
は
、
専
用
電
話
を

設
位
し
て
、
屯
訴
に
よ
る
相
談
も
開
始
し
ま
し

た
。
翠
年
に
は
、
箱
庭
療
法
が
導
入
さ
れ
、
以

後
研
修
を
屯
ね
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
市
民
ニ
1
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な

教
育
相
談
の
体
制
と
学
校
、
凶
係
機
関
と
の
述

携
の
中
で
、
体
系
的
な
相
談

・
援
助
が
で
き
る

よ
う
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮

(お
)
6
0
1
3
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勝 生

平塚市に転入してくる新市民のための容 うしの便利帳 「市民生活ガイド

フ‘ック」 を、現在平塚市にお住まいのみなさんにもお配りしています。

。配布場所 各公民館、市役所3階広報広聴課

。問い合わせ先広報広聴楳(内線315)

手呈

7月29日

日

の

「
共
生
」

の
み
ち
を
模
索
す

る
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
、
学
校
は
、
学
び
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
く

拠
点
に
な
る
。
学
校
は
、
子
ど

も
が
、
家
庭
や
地
域
、
メ
デ
ィ

ア
等
か
ら
経
験
的
に
学
び
と
っ

た
内
容
を
深
め
た
り
、
相
互
に

交
換
し
た
り
す
る
共
同
の
「
学

習
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
性
絡

を
強
く
し
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
学
校
の
教
師
も
、

知
織
を
教
え
る
人

([
g
nz
m円
)

に
と
ど
ま
ら
な
い
。

地
域
の
多

椋
な
人
材
を
招
い
て
、
チ
ど
も

た
ち
に
生
き
た
学
び
を
体
験
さ

せ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

P
0・

0
『金口白

gH)
と
し
て
の
役
割
も

期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
み
て
く
る
と
、

「自
立

・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
共
生
」
こ
そ

が、

ニ
ト

一
世
紀
の
学
校
を
深

め
る
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

二
十

一
世
紀
の
学
校
は
ど
う

な
る
の
か
。
一
一
百
で
い
え
ば
、

こ
れ
ま
で
の
近
代
化
型
の
学
校

か
ら
、
成
熟
社
会
に
見
合
っ
た

学
校
へ
と
大
き
く
転
換
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

敗
戦
直
後
か
ら

一
九
七
0
年

代
ご
ろ
ま
で
の
学
校
は
、
す
べ

て
の
子
ど
も
に

一
定
の
学
力
を

与
え
、
集
同
生
活
の
モ
ラ
ル
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
と
い
う
肌
切
で

あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
子
ど
も
に

共
通
の
学
力
と
モ
ラ
ル
を
、
と

い
う
近
代
型
教
育
の
普
及
が
、

H
本
の
飛
躍
的
な
経
済
発
展
の

原
動
力
と
な
っ
た
こ
と
は
、
だ

れ
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、

二
十

一
世
紀
は
、

も
は
や

「十
人

一
色
」
の
時
代

で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
は

「十

人
十
色
」
の
顔
を
も
っ
た
個
人

が
、
多
機
な
他
者
と
手
を
椀
え

て
生
き
る

「
自
立

・
共
生
則
一
社

会
」
の
到
来
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、

二
十

一
川

紀
の
学
校
に
は
、
以
下
の
よ
う

な
万
向
で
の
教
育
の
質
的
な
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

第

一
に
、
子
ど
も
は

「教
育

を
受
け
る
人
」
で
は
な
く
「
自

ら
学
ぶ
人
」
と
見
な
さ
れ
る
。

子
ど
も
は
、
自
ら
行
動
す
る
力

を
磨
く
た
め
に
こ
そ
、
学
校
へ

通
う
。
向
分
で
考
え
、
自
分
で

選
択
し
て
ゆ
け
る
人
間
を
育
て

る
こ
と
こ
そ
ニ
ト

一
位
紀
の
学

校
の
第

一
の
任
務
と
な
る
。

第
二
に
、
学
校
で
は
、
集
問

へ
の
適
応
を
強
制
州
す
る
指
導
は

見
直
さ
れ
る
。
代
わ
っ
て
、
子

ど
も
が
、
多
様
な
仲
間
や
即
興
国

籍
の
人
々
、
社
会
的
弱
者
な
ど

と
交
わ
る
体
験
が
重
視
さ
れ
る
。

そ
の
中
で
「
共
生
の
セ
ン
ス
」

を
磨
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
国
際
社
会
に
生
き
る
モ

ラ
ル
の
恭
木
は
、
集
団
へ
の
適

応
で
は
な
く
、
円
己
と
他
者
と

記念式典講演会

名

芸術鑑賞教室

教
育
相
談
の
歩
み

業事

※その他

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て

五
年
目
に
な
り
ま
す
。
教
育
相
談
の
歴
史
は
古

く
、
昭
和
二
十
九
年
に
教
育
研
究
所
に
教
育
相

談
室
を
設
け
、
市
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
活
動
、

学
校
に
対
す
る
専
門
的
援
助
活
動
と
し
て
教
育

相
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。
保
護
者
、
先
生
方
を

対
象
に
し
た
来
所
相
談
、
学
校
を
巡
川
し
て
の

訪
問
相
談
も
年
数
凶
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
学
校
巡
回
相
談
の
中
で
継
続
的
に

か
か
わ

っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
場
合
は
来

所
相
談
へ
つ
な
げ
て
、
保
護
者
に
は
カ
ウ
ン
セ

あ
の
こ
ろ
の
教
育
行
政

元
教
育
長

点
部
学
校
給
食
共
同
制

理
坊
が
で
き
る

-
ク
ラ
ス
が
佑
人
に

南
原
小
開
校

中
原
中
開
校

私
が
必
任
し
た
附
和
四
卜

一

年
こ
ろ
の
平
塚
市
は
、
急
速
に

都
市
化
が
進
み
、
ベ
ビ
l
ブ
ー

ム
の
波
を
受
け
て
、
小
・
中
学

校
は
大
規
模
化
し
、
新
学
制
が

め
ざ
す
教
育
の
実
践
に
も
文
障

を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
三
年
、
私
ど
も
は

新
学
制
施
行
以
来
二
十
数
年
間

に
わ
た
っ
て
、
か
た
く
な
に
守

ら
れ
て
き
た
ニ
ト
五
の
学
区
を

再
編
成
し
て
問
卜
一一
.
と
す
る
計

凶
を
策
定
し
、
年
次
を
追
っ
て

学
腎
環
境
を
改
笹
す
る
こ
と
に

し
た
。
私
が
在
任
し
た
八
年
間

で
は
六
校
の
新
設
に
と
ど
ま
っ

た
が
、
そ
の
後
も
こ
の
大
方
針

は
継
承
さ
れ
、
ほ
ぽ
当
初
の
計

画
ど
お
り
、
さ
ら
に
十
二
校
が

開
校
さ
れ
た
。
大
き
な
混
乱
も

な
く
、
こ
の
大
事
業
が
完
遂
さ

れ
た
こ
と
を
、
今
、
感
謝
の
気

持
ち
を
も
っ
て
思
い
出
す
。

「昨
日
少
年
に
夢
を
、
大
人
に

希
盟
を
、
お
年
寄
り
に
生
き
が

い
を
」
は
、
当
時
の
平
塚
市
政

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
っ
た
。
新
学

制
で
保
障
さ
れ
た
教
行
の
機
会

均
等
の
型
文
芸
九
体
化
す
ベ
く
、

「
平
塚
市
を
障
包
児
教
育
の
メ

一ト、/

可

制相育教もど子

k
 

ツ
カ
に
し
よ
う
」
と
考
え
た
の

は
、
そ
の

一
部
で
あ
っ
た
。

当
市
に
は
既
に
県
立
行
学
校
、

-

ろ
う
学
校
が
あ
り
、
小

・
中
学

一

校
に
は

「発
述
の
揺
れ
」
「
虚

一

弱
児
」
の
学
級
が
相
当
数
お
か

れ
て
い
た
。
昭
和
四
十
三
年、

一

私
ど
も
は
崇
善
小
の
校
地
の

一

一

角
に
、
全
国
的
に
も
ま
れ
な
独

一

立
校
舎
の

「
こ
と
ば
の
教
室
」

一

を
建
て
、
言
語
障
害
児
や
難
聴

一

児
に
対
応
し
た
。
就
学
猶
予
、

一

免
除
児
に
は
訪
問
指
導
体
制
を

一

導
入
し
、
自
閉
症
児
に
は
「
情

一

緒
障
害
学
級
」
を
聞
い
た
。
私

一

の
退
任
後
に
は
県
立
養
護
学
校

一

も
誘
致
さ
れ
、
百
弱
視
学
級
」
も

一

お
か
れ
、

「チ
ど
も
教
育
相
談

司

セ
ン
タ
ー
」
が
新
設
さ
れ
た
。

か
く
て
当
市
の
陣
古
川
ん
教
育

は
、
賀
社
と
も
全
国
に
誇
れ
る

-

も
の
に
拡
充
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
S 
48 s

o
 

も
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

食
事
を
と
り
な
が
ら
、
年

齢
、
身
長
、
活
動
誌
に
あ
っ

た
体
症
に
近
づ
け
る
た
め
、

無
理
な
く
ダ
イ
エ
ッ
ト
す
る

に
は
、

①
三
度
の
食
事
は
抜

か
ず
に
食
べ
る
②
ご
飯
な
ど

の
主
食
を
毎
食
食
べ
る
①
た

ん
ぱ
く
質
を
食
べ
る
@
野
菜

を
毎
食
食
べ
る
⑤
よ
く
か
ん

で
食
べ
る
⑥
夕
食
の
適
量
を

党
え
る
、
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
質
よ
く
や
せ
る

た
め
に
は
、
運
動
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
体
脂
肪
を
燃
泣

や
す
の
に

一
番
よ
い
方
法
托

は、

一
日
に

一
時
間
程
度
四

続
け
て
歩
く
こ
と
で
す
。

BJ7

体
の
中
か
ら
健
康
で
あ
討

っ
て
こ
そ
、
輝
い
て
見
え

司

ま
す
。
き
ち
ん
と
食
事
を
霊

と
り
、
無
理
の
な
い
運
動
唱

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

都

A'保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
担

)
0
3
1
1

質 160
悶 ω

り A

太
っ
て
ま
す
か

イ
エ

ッ
ト
を
し
て
、
や
せ
る

と
い
う
よ
り
、
「
や
つ
れ
た
」

状
態
に
な
っ
て
い
る
人
を
見

か
け
ま
す
。
そ
う
い
う
人
に

は
、
貧
血
や
脱
毛
、
月
経
不

順
の
ほ
か
、

mV
折
し
や
す
く

な
っ
た
り
、
肌
の
張
り
が
な

私
は
高
校
二
年
生
。
身
長

百
六
十
4
Mで
、
体
重
は
問

十
五
J
4。
太
っ
て
い
る
の

で
、
や
せ
た
い
の
で
す
が
。

市民生活ガイドフ.ックを

公民館でお配りしています

建
股
中
の
大
住
中

(妓
術
棟
)

s
m
大
住
中
、
河
内土
小
開
校

北
部
学
校
給
食
共
同
調

理
場
が
で
き
る

松
が
丘

・
相
模
小
開
校

山
城
中
、
な
で
し
こ

・

勝
原
小
開
校

松
延

・
み
ず
ほ
小
開
校

神
明
中
開
校

金
目
中
、
山
下
小
開
校

横
内
中
、
大
原
小
開
校

旭
陵
中
開
校

ー
ク
ラ
ス
が

ω人
に

f
ど
も
教
育
相
談
セ
ン

タ
ー
附
設

第601号 (1日・ 15日発行)

お
答
え

ま
ず
、
あ
な
た
は
決
し
て

太
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

や
せ
て
い
る
ほ
う
で
す
。

十
六
歳
の
女
性
で
、
身
長

が
百
六
十
時
計
な
ら
、
理
想

の
体
屯
は
五
十
六

J
4
で

す
。活

い
女
性
を
取
り
巻
く
社

会
に
は
、
「
や
せ
て
い
る
」
イ

コ
ー
ル

「お
し
ゃ
れ
」
と
い

う
側
他
観
が
存
殺
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
無
理
な
ダ

s s 
5251 

H H H S S S S 
53160585354 

く
な
っ
た
り
と
、
危
険
信
号

が
出
て
き
ま
す
。

体
問
酬
を
崩
さ
な
い
安
全
な

減
舟
の
目
安
は
、
月
に

一

J
べ
か
ら
ニ
J

4
で
、
品
目

で
も
四
J
4
以
内
で
す
。
そ

れ
以
上
の
ハ
イ
ペ

1
ス
で
減

量
す
る
と
、
筋
肉
や
骨
ま
で

広報ひらつか回
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